
ま　つ　お　新　聞

　

９
月
の
連
休
中

の
出
来
事
。
夕
方

６
時
の
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
っ
て
も
小
学

３
年
生
の
息
子
が

家
に
帰
っ
て
来
な

い
。
外
に
出
て
待
っ
て
い
る
と
、

間
も
な
く
小
さ
な
息
子
の
姿
が

見
え
て
来
た
▼
「
走
っ
て
来
ー
い
」

の
声
に
反
応
す
る
こ
と
な
く
、

と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
近
づ
い
て

来
た
。
父
親
を
避
け
る
よ
う
に

通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
息
子
の

顔
を
見
る
と
、
目
の
横
が
腫
れ

て
い
る
。「
ど
う
し
た
ん
だ
？
何

を
し
た
ん
だ
」
の
問
い
に
「
石
が

あ
た
っ
て
…
」と
言
葉
を
濁
す

よ
う
な
返
事
が
帰
っ
て
き
た
▼

は
っ
き
り
言
わ
な
い
の
で
心
配

に
な
っ
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い

た
子
供
の
家
へ
問
い
合
わ
せ
て

み
た
と
こ
ろ
、
明
公
園
に
蜂
の

巣
が
あ
り
、
そ
れ
に
石
を
投
げ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
改

め
て
息
子
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に
み
ん
な
で

石
を
投
げ
て
い
た
ら
刺
さ
れ
た

と
白
状
し
た
▼
毎
年
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺

さ
れ
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
く
が
、

ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
命
を
落
と

す
。
お
も
し
ろ
半
分
で
行
っ
た

こ
と
が
、
時
に
大
惨
事
を
招
く

こ
と
が
あ
る
。
親
と
し
て
、
息

子
に
危
機
感
を
持
た
せ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
普
段

か
ら
何
か
あ
っ
た
時
の
対
処
法

を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
▼
市
役
所
に

通
報
し
、
後
日
巣
は
取
り
払
わ

れ
た
。
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「一ノ宮から望む朝日」
吉川康史さん（上溝区）

　上溝区「島田郷一ノ宮御社宮司社」

から寺所区、新井区方面を撮影。

　

松
尾
公
民
館
発
行
の
本
紙

「
ま
つ
お
新
聞
」
は
平
成　

年
２７

が　

年
目
の
年
で
あ
っ
た
。
一

６０
方
、
南
信
州
新
聞
も
同
じ
く
平

成　

年　

月
に
発
行　

周
年
を

２７

１０

６０

迎
え
、　

月
１
日
の
紙
面
で

１０

「
ま
つ
お
新
聞
と
南
信
州
新
聞

は
、
地
域
と
共
に　

年
の
歴
史

６０

を
刻
ん
で
き
た
」
と
、
同
じ
時

代
を
歩
ん
で
き
た
還
暦
仲
間
の

ま
つ
お
新
聞
を
紹
介
し
た
。

　

南
信
州
新
聞
に
は
「
飯
田
市

と
合
併
前
の
松
尾
村
の
公
民
館

が
昭
和　

年
に
『
村
の
新
聞
』

２９

の
第
１
号
が
発
行
さ
れ
た
。
そ

の
後
『
ま
つ
お
新
聞
』
の
名
称

に
な
り
、
現
在
ま
で　

年
間
発

６０

行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
第
１
号

で
は
、
飯
田
市
と
の
合
併
に
あ

た
り
松
尾
村
と
し
て
ど
う
考
え

る
か
多
方
面
か
ら
探
っ
て
い
る
。

当
時
の
編
集
部
の
意
気
込
み
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
と
あ
る
。

　

取
材
を
受
け
た
松
原
倫
子
広

報
委
員
長
は
「　

年
の
間
、
新

６０

聞
作
り
の
熱
意
は
代
々
の
広
報

委
員
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ

て
き
た
思
い
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
今
の
時
代
に
合
う
よ
う
な

新
聞
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
２
月
６
・

７
日
の
松
尾
地
区
文
化
祭
に
お

い
て
、　

年
分
の
ま
つ
お
新
聞

６０

の
展
示
を
行
う
予
定
。

●
文
化
祭
「
立
川
談
四
楼　

落
語
会
」

落
語
フ
ァ
ン
で
大
賑
わ
い
（
１
月
）

●「
第
２
回
松
尾
郷
土
芸
能
ま
つ
り
」

晴
天
の
中
、　

団
体
が
郷
土
芸
能
を
披
露
（
４
月
）

１０

●「
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ　

松
尾
地
区
公
演
」

各
会
場
で
特
色
あ
る
公
演
（
８
月
）

●「
松
尾
地
区
市
民
運
動
会
」
５
年
ぶ
り
の
雨
天
中
止 
（　

月
）

１０

●
松
尾
小
６
年
生
「
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
鎧
」
開
催

（　

月
）

１１

●
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ  　
　
　
　

（　

月
）

１１
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本
年
度
４
月
よ
り
整
備
工
事

が
行
わ
れ
て
い
た
城
公
園
が
い

よ
い
よ　

月　

日
に
開
園
の
日

１０

３１

を
迎
え
た
。
こ
の
公
園
は
旧
慈

光
松
尾
保
育
園
園
舎
が
移
転
し

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
跡
地
に

計
画
整
備
さ
れ
た
も
の
。
そ
の

日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
迎
え
に

行
く
ま
で
の
わ
ず
か
な
ひ
と
と

き
を
２
歳
の
長
女
と
１
歳
の
長

男
を
連
れ
て
訪
れ
て
い
た
と
い

う
水
城
区
の
宮
田 
幸  
花 
さ
ん
は

ゆ 

か

「
歩
い
て
来
ら
れ
る
身
近
な
公
園
、

柵
に
囲
ま
れ
て
い
て
安
全
だ
し
、

小
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ

と
が
子
供
た
ち
を
遊
ば
せ
る
う

え
で
安
心
感
に
つ
な
が
る
」
と

笑
顔
で
答
え
た
。

　

ま
た
、
公
園
整
備
工
事
に
合

子供たちの笑い声が響子供たちの笑い声が響くく

わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
土
俵
整

備
作
業
は
、　

月　

日
に
木
曽

１１

２３

相
撲
連
盟
の
指
導
で
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
役
員
と
松
尾
相
撲

ク
ラ
ブ
が
土
俵
へ
俵
を
埋
め
込

む
作
業
、　

月　

日
に
は
整
備

１２

１３

確
認
作
業
を
行
い
完
了
し
た
。

　

完
成
式
は　

月　

日
に
行
わ

１２

１９

れ
た
。

完成後、塩で清められた土俵
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「「
城
公
城
公
園園
」」い
よ
い
よ
開

い
よ
い
よ
開
園園

　

ま
つ
お
新
聞
の
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら　

年
。
同
じ
く

６０

　

周
年
を
迎
え
た
南
信
州
新
聞
が
、
新
聞
紙
面
で
「
還
暦
を
迎

６０え
た
ま
つ
お
新
聞
」
を
紹
介
し
た
。

取材を受ける松原委員長
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松
尾
地
区
市
民
運
動
会
が
今
年
で　

回
目
を
迎
え
た
。
今
大
会
は
記
念
大
会

80

と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
中
止
と
な
っ
た
。
半
年
に
渡
り

協
議
が
重
ね
ら
れ
、
前
日
準
備
ま
で
万
全
に
行
わ
れ
た
運
動
会
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
を
紹
介
す
る
。

　

各
地
区
で
は
運
営
や
準
備
に
携
わ
っ
た
役
員
、
選
手
な
ど
を
交
え
て
慰
労
会

兼
残
念
会
が
行
わ
れ
た
。
配
ら
れ
た
あ
ん
パ
ン
を
使
っ
て
、「
室
内
パ
ン
食
い
競

走
」
を
行
っ
た
り
小
学
生
が
応
援
合
戦
を
し
て
区
民
の
絆
を
深
め
た
り
し
た
区

も
あ
っ
た
。
中
止
に
も
拘
わ
ら
ず
大
勢
の
参
加
に
、「
雨
で
も
楽
し
い
」
の
声
が

上
が
っ
た
。
こ
の
団
結
力
が
、
運
動
会　

回
目
の
証
で
あ
ろ
う
。

80

運
動
会
へ
の
思

運
動
会
へ
の
思
いい

松
尾
公
民
館
長　

勝
野　
　

薫

　

今
年
の
松
尾
地
区
市
民
運
動

会
は　

周
年
の
記
念
大
会
と
い

80

う
こ
と
で
、
盛
り
上
が
り
を
期

待
し
て
い
た
だ
け
に
雨
天
中
止

は
大
変
残
念
で
し
た
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
ス
思
考
で
考

え
れ
ば
、
１
年
間
の
充
電
期
間

と
捉
え
て
来
年
度
は
更
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
運
動
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　
　

月
５
日
松
尾
公
民
館

１１
で
、
役
員
約　

人
が
参
加
し
、

５０

分
館
役
員
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
公
民
館

活
動
の
本
質
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

元
鼎
公
民
館
長
柄
木
田
孝

行
先
生
を
招
い
た
講
演
会

「
地
域
の
活
力
源
の
た
め
の
公

民
館
」
で
は
公
民
館
役
員
の

心
構
え
、
公
民
館
で
学
ぶ
こ

と
で
生
涯
学
習
の
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
、
出
会
い
や
学

び
合
い
で
地
育
力
を
育
て
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
学

ん
だ
。

　
　

月　

日
に
松
尾
探
検
隊
が

１０

３１

「
妙
前
・
大
石
古
墳
群
を
巡

る
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

　

新
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
集
合
し
、
参
加
者　

人
１６

は
新
井
地
区
か
ら
上
溝
地
区
に

あ
る
妙
前
・
大
石
古
墳
群
を
見

て
ま
わ
っ
た
。
松
尾
史
学
会
会

長
の
秦
野
善
彦
さ
ん
か
ら
、
古

墳
に
つ
い
て
「
松
尾
で
は
、
畑

や
庭
な
ど
と
し
て
保
存
さ
れ
原

型
を
と
ど
め
て
い
る
」
「
妙
前

９
号
古
墳
は
現
在
の
倍
の
大
き

さ
が
、
道
路
を
拡
張
し
狭
く
小
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松
尾
探
検
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

　
　

月
７
日
「
真
田
氏
ゆ
か

１１
り
の
地
～
上
田
・
松
代
の

旅
」
が
行
わ
れ　

人
が
参
加

１９

し
た
。

　

朝
６
時
に
出
発
し
、
東
御

市
の
海
野
宿
、
上
田
市
の
上

田
城
、
長
野
市
に
場
所
を
移

し
昼
食
を
挟
ん
で
松
代
の
松

代
城
跡
、
真
田
邸
、
真
田
宝

物
館
を
見
学
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
北
に
行

く
ほ
ど
紅
葉
が
深
ま
り
、
美

し
い
風
景
を
満
喫
し
な
が
ら
、

松松
尾尾
キ
ン
ボ
ー

キ
ン
ボ
ー
ルル

周
年
記

　

周
年
記
念念

１０１０

　
　

月
１
日
松
尾
キ
ン
ボ
ー
ル

１１
ク
ラ
ブ
の　

周
年
記
念
行
事
が

１０

行
わ
れ
た
。
鼎
体
育
館
を
会
場

と
し
て
、
午
前
中
は
大
阪
か
ら

の
講
師
に
よ
る
キ
ン
ボ
ー
ル
の

技
術
の
講
習
会
、
午
後
か
ら
は

交
流
大
会
が
あ
り
、
小
学
生　
２０

人
を
含
む
約
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

交
流
大
会
に
は
、
地
元
松
尾

地
区
か
ら
上
溝
区
３
チ
ー
ム
、

毛
賀
区
２
チ
ー
ム
が
出
場
、
他

地
区
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ

り
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
ひ

ろ
げ
て
い
た
。

　

夕
方
か
ら
松
尾
公
民
館
で
祝

賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

迫力あるヒットの連迫力あるヒットの連続続

運動会の朝　雨に濡れるグラウンド

慰労会の〆は応援合戦慰労会の〆は応援合戦だだ

夕暮れまで練習したのに夕暮れまで練習したのに……

倉庫に眠る景品の倉庫に眠る景品の山山
「来年まで待っててね「来年まで待っててね」」

慰労会盛り上がった慰労会盛り上がったよよ

鞄鞄 鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

今年の豚汁の味はどうず今年の豚汁の味はどうずらら

パン食い競走は大人がやっても楽しパン食い競走は大人がやっても楽しいいテントを張るのも一苦テントを張るのも一苦労労練習ではこんなに入った練習ではこんなに入ったよよ

柄木田先生の講演を熱心に聴柄木田先生の講演を熱心に聴くく

今
年
オ
ン
エ
ア
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
を
先

取
り
し
た
気
分
で
楽
し
い
旅
行

と
な
っ
た
。

公
民
館
の

主
な
行
事
予
定

（
１
月
～
３
月
）

【
１
月
】

　

日（
日
）
松
尾
地
区
成
人
式

１０
　

日（
日
）
３
地
区
合
同
女
性

１７

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

日（
日
）
日
中
文
化
交
流
会

３１【
２
月
】

６
日（
土
）・
７
日（
日
）

　
　
　
　
　

松
尾
地
区
文
化
祭

分
館
役

分
館
役
員員研

修
研
修
会会

真田邸の見事な庭真田邸の見事な庭園園

古
墳
の
現
状
は
…
…

さ
く
な
っ
た
」
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
た
。
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長
野
県
委
嘱
の
自
然
観
察
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。「
親
し
む
こ
と
が

守
る
こ
と
」
を
基
本
と
し
、
講
師

と
し
て
身
近
な
題
材
を
テ
ー
マ
に
、

分
か
り
や
す
い
解
説
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

区
内
の
同
好
会
で
行
う
動
植
物

の
自
然
観
察
会
な
ど
、
飯
田
下
伊

那
各
地
で
自
然
保
護
活
動
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

久
井
区

北
城  
節
雄 
さ
ん（　

歳
）

８３

　

白
髪
で
と
て
も
ダ
ン
デ
ィ
な
山

内
さ
ん
。
趣
味
は
絵
画
鑑
賞
、
水

墨
画
。
現
在
は 
篆
刻 
に
夢
中
。「
２

て
ん
こ
く

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
現
地
観
戦
が
目
標
」
と
話
し
ま

す
。

　

松
尾
郵
便
局
長
、
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
を
歴
任
。
区
長
も
経
験

し
、と
て
も
温
厚
で
社
交
的
な
方
。

現
在
は
、
区
内
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

上
溝
区

 
山
内   

や
ま
の
う
ち 
章
圭  
さ
ん（　

歳
）

あ
き
よ
し

８３

　
　

年
間
の
教
員
生
活
を
振
り
返

20
り「
子
供
は
叱
っ
ち
ゃ
あ
い
か
ん
。

た
と
え
何
歳
で
も
そ
の
人
な
り
の

魂
が
あ
る
。
心
に
触
れ
る
言
葉
で

導
く
の
が
子
育
て
。
今
で
も
教
え

子
が
覚
え
と
っ
て
く
れ
る
の
が
な

に
よ
り
嬉
し
い
」
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
愛
し
、
日
記
と
金
銭
出
納
帳

を
つ
け
る
こ
と
を
欠
か
さ
な
い
そ

う
で
す
。

新
井
区

丸
山  
節
子 
さ
ん（　

歳
）

８９

　

千
代
に
生
ま
れ
、
信
大
教
育
学

部
卒
業
後
、
県
内
小
中
学
校
の
教

壇
に
立
ち
、
故
郷
の
千
栄
小
学
校

校
長
を
務
め
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　

松
尾
に
定
住
し
て
か
ら
古
墳
や

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
な
ど
に
関
心
を
持

ち
新
聞
な
ど
で
紹
介
す
る
な
ど
松

尾
の
歴
史
を
よ
く
知
る
人
で
す
。

今
も
古
墳
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

水
城
区

清
水  
秀
人 
さ
ん（　

歳
）

８２

　
　

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め
た
絵

50
画
で
、
県
展
の
信
州
美
術
会
賞
な

ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
松

下
さ
ん
は
、
大
正　

年
生
ま
れ
の

12

　

歳
で
す
。

92
　

曾
孫
の
子
守
り
の
合
間
に
、
今

で
も
年
に
2
枚
く
ら
い
描
き
、
ほ

か
に
も
明
短
歌
会
に
所
属
し
人
生

を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

明　

区

松
下
か
津
恵 
さ
ん（　

歳
）

９２

　

松
尾
の
小
学
生
な
ら
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
あ
い
さ
つ
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。

　
「
人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
よ

う
で
も
、
本
当
は
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
て
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
も
誰
か
の
支
え
に
な

り
た
い
と
思
い
活
動
を
続
け
て
い

る
。
子
供
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
え
る
」
と
話
し
ま
す
。

寺
所
区

熊
谷  
美
夫 
さ
ん（　

歳
）

８１

　

詩
吟
歴　

年
以
上
に
な
る
纐
纈

40

さ
ん
は
、岳
風
会
の
師
範
と
し
て
、

月
5
回
岳
風
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
老
人
大
学
」　

期
生
の

28

皆
さ
ん
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
月

2
回
コ
ー
ス
を
回
っ
た
り
、
料
理

教
室
や
水
中
運
動
の
教
室
に
通
っ

た
り
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

城　

区

 
纐
纈   
千
芳 
さ
ん（　

歳
）

こ
う
け
つ

８２

　
　

歳
を
過
ぎ
た
今
も
、
自
ら
車

90
を
運
転
し
て
、
元
気
に
農
作
業
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

八
幡
宮
へ
の
係
わ
り
も
深
く
、

毎
年
初
詣
の
参
拝
者
に
配
ら
れ
る

色
紙
は
新
井
さ
ん
の
直
筆
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

多
く
の
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
、

神
社
本
庁
総
裁
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。 清

水
区

新
井  
順
三 
さ
ん（　

歳
）

９０

　

趣
味
で
日
本
人
形
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
若
い
頃
、
久
月
人
形
学

院
教
授
を
取
得
し
、
本
格
的
に
始

め
た
の
は　

歳
過
ぎ
て
か
ら
。
自

８０

分
の
昔
の
服
や
子
供
が
小
さ
い
頃

着
て
い
た
服
の
生
地
を
使
い
、
牛

乳
パ
ッ
ク
や
廃
物
を
利
用
し
て
制

作
し
て
い
ま
す
。「
ボ
ケ
防
止
も

兼
ね
て
、
指
先
を
使
う
人
形
作
り

は
楽
し
い
」と
話
す
松
島
さ
ん
は
、

今
は
布
ぞ
う
り
作
り
に
も
挑
戦
中

で
す
。

代
田
区

松
島
み
ほ
ゑ 
さ
ん（　

歳
）

８９

　

今
年
度
の
松
尾
地
区
還
暦
の
会

で
、
記
念
写
真
の
撮
影
を
し
た
現

役
カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
は
、
自
宅

に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
１
８
０
個
は
あ

る
と
い
う
凄
腕
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
、

大
会
は
月
に
８
回
は
出
場
す
る
と

い
い
ま
す
。

八
幡
町
区

杉
山  
勝
彦 
さ
ん（　

歳
）

８２

　

北
村
さ
ん
は
同
じ
趣
味
を
も
つ

人
た
ち
と
共
に「
あ
じ
さ
い
の
会
」

で
帽
子
や
服
・
バ
ッ
グ
な
ど
を
作
っ

て
、
松
尾
の
文
化
祭
に
も
出
品
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
講
師
と
し
て
、
絵
手
紙
を
松

尾
の
子
供
た
ち
に
教
え
た
経
験
も

あ
り
ま
す
。

常
盤
台
区

北
村
と
よ
子 
さ
ん（　

歳
）

８１

　

手
・
指
の
訓
練
で
始
め
た
折
り

紙
も
気
付
け
ば
5
千
羽
の
鶴
に
。

　

今
で
は
1
0
0
円
玉
よ
り
小
さ

な
鶴
も
！

毛
賀
区

平
澤  
イ
ト 
さ
ん（　

歳
）

８３

子供たちとあいさつをかわす熊谷さん受賞作品と

汽
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
　

月　

日
ミ
ニ
体
育
館
で
行

１１

１４

わ
れ
、
約　

人
が
静
電
気
の
実

３０

験
を
体
験
し
た
。

汽
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　

月　

日
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ

１１

２１

プ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
五
平

餅
販
売
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

汽
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会

　

分
館
対
抗
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー

大
会
が　

月　

日
に
松
尾
小
学

１１

２２

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優
勝　
 
城　

準
優
勝　

久
井

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優
勝　

新
井　

準
優
勝　

上
溝

作った人形は１００体を超えました

親しむことが守ること

寄 寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

まつお新聞発行60年、運動会に至っては、雨で中止となりましたが80周年を迎え　まつお新聞発行60年、運動会に至っては、雨で中止となりましたが80周年を迎えまま

した。地域の資源（もの・人）を発掘することが、将来的に松尾の文化・経済の活性した。地域の資源（もの・人）を発掘することが、将来的に松尾の文化・経済の活性化化

につながり、愛着をもって住み続けられる地区作りになると考え、広報委員会でにつながり、愛着をもって住み続けられる地区作りになると考え、広報委員会ではは

「まつおのいいところ探し」に取り組んでいます「まつおのいいところ探し」に取り組んでいます。。

今回、敬老会特集として各分館が選んだ、80歳を超える今もなお現役で活躍され　今回、敬老会特集として各分館が選んだ、80歳を超える今もなお現役で活躍されてて

いる方、過去に功績を残された方など、「まつおのいい人」を紹介しますいる方、過去に功績を残された方など、「まつおのいい人」を紹介します。。

篆刻に夢中

今も勉強子供は叱っちゃあいかんに

今年の色紙岳風会の大会にて

今も現役のストロングマンです

こんな小さな鶴まで心をこめて
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下級生も感激　わ〜上がった外すご〜い外

　
　

月　

日
松
尾
ま
ち
づ
く
り

１１

１１

委
員
会
公
民
館
育
成
部
青
少
年

健
全
育
成
会
（
松
澤
秀
明
会
長
）

の
主
催
で
、
松
尾
小
学
校
６
年

生
（
１
３
９
人
）
を
対
象
に
、

出
張
科
学
実
験
教
室
が
小
学
校

で
行
わ
れ
た
。
体
育
館
で
１
人

１
基
の
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ

た
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
発
射
ス

イ
ッ
チ
を
自
分
で
押
し
、
打
ち

上
げ
た
。

　

こ
の
教
室
は
松
尾
サ
イ
エ
ン

ス
と
育
成
会
が
、
子
供
た
ち
の

理
科
離
れ
が
進
む
中
、
科
学
の

面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

松
尾
小
学
校
に
働
き
か
け
、
学

校
の
協
力
の
下
、
授
業
と
し
て

行
っ
て
今
年
で
６
年
目
と
な
る
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
ス
タ
ッ
フ
で
、

お
も
し
ろ
科
学
工
房
（
教
育
委

員
会
事
務
局
）
の
三
浦
宏
子
さ

ん
（
八
幡
町
）
が
作
り
方
を
説

明
、
工
房
ス
タ
ッ
フ
６
人
を
含

む　

人
が
指
導
に
当
た
っ
た
。

２４

　

こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ

カ
製
Ａ
８
―
３
型
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
、
イ
グ
ナ
イ
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
点
火
剤
以
外
は
、
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
身
の
回
り
の
も
の

を
使
っ
て
い
る
。

　

６
年
児
童
ら
は
「
結
構
高
く

飛
ん
で
楽
し
か
っ
た
。
も
う
一

回
回

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

こんな葉書がきたけれど
　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
生
活
安

全
部
・
交
通
安
全
部
）
主
催
の
地

域
安
全
大
会
が
、　

月　

日
松
尾
公

１１

２８

民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
２
０

０
人
が
参
加
し
た
。
松
尾
小
学
校

合
唱
部
の
歌
声
で
開
会
し
、
続
い

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
研

究
所
専
務
理
事
南
澤
信
之
氏
の
講

演
「
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
」、と
ら

ふ
ぃ
っ
く
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
に
よ
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
交
通
安
全
教
室
」、

飯
田
警
察
署
喬
木
村
駐
在
所
の
井

川
駐
在
夫
妻
と
原
松
尾
駐
在
所
長

雨
宮
駐
在
に
よ
る
特
殊
詐
欺
防
止

寸
劇
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
今
ま
で
少
年
非

行
防
止
に
繋
げ
て
い
く
目
的
で
行

わ
れ
て
き
た
が
、
第
７
回
目
を
迎

え
た
今
大
会
は
、
地
域
の
安
全
（
防

災
・
防
火
・
交
通
安
全
な
ど
）
に

関
す
る
全
て
を
考
え
る
機
会
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
時
代
の

怖
さ
、
交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
、

詐
欺
は
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
学

ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
に
は
啓
発
用
の
防
犯
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
非
常
用
保
存

食
が
配
布
さ
れ
た
。

どれどれ、できているかな？

　

サ
ン
ロ
ー
ド
八
幡
商
店
街
主

催
の
第
３
回
「
笑
い
と
音
楽
の

集
い
」
が　

月　

日
八
幡
町
公

１０

２４

会
堂
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人

が
こ
の
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
年
も
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫

高
校
の
生
徒
が
、
準
備
か
ら
参

加
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
作

り
、
当
日
も
飾
り
つ
け
な
ど
を

手
伝
っ
た
。

　

集
い
の
第
１
部
は
、
根
羽
村

の
グ
ル
ー
プ
「
天
下
杉
」
に
よ

る
「
笑
い
と
涙
あ
ふ
れ
る
演
劇
」

で
、
最
初
に
寅
さ
ん
に
扮
し
た

女
性
が
登
場
。
舞
台
と
観
客
席
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庵
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庵
庵
庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
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庵
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庵
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庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
で

折
ら
れ
た
恐
竜
や
コ
マ
な
ど
を
、

松
尾
地
区
文
化
祭
に
来
た
こ
と

が
あ
る
人
な
ら
、
一
度
は
目

に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

パ
ラ
ソ
ル
の
会
（
飯
島
和
子

さ
ん
代
表
）
の
出
品
作
品
だ
。

同
会
は
現
在
６
人
の
メ
ン
バ
ー

が
月
１
回
ほ
ど
公
民
館
に
集
ま

り
制
作
を
し
て
い
る
。

　

約　

年
前
、乳
幼
児
学
級
の

２３

手
伝
い
を
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー

が
折
り
紙
教
室
に
参
加
し
、

傘
の
折
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

以
来
、
折
り
紙
の
虜
と
な
り
、

こ
の
会
を
発
足
さ
せ
た
。
会

の
名
前
は
き
っ
か
け
と
な
っ

た
傘
＝
パ
ラ
ソ
ル
か
ら
き
て

い
る
。

　

発
足
当
初
は
難
し
い
折
り
方

に
も
た
く
さ
ん
挑
戦
し
て
き

た
が
、
今
は
そ
れ
ぞ
れ
が
好

き
な
も
の
を
作
り
、
見
せ
合

い
、
話
を
し
な
が
ら
折
り
紙

を
折
る
の
が
楽
し
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
に
１
度
、松
尾
地
区
文
化

祭
へ
作
品
を
出
品
す
る
た
め

テ
ー
マ
を
決
め
て
完
成
さ
せ

る
の
が
、
主
な
活
動
と
な
っ

て
い
る
。

　

飯
島
さ
ん
は
、「
会
を
立
ち

上
げ
て
長
く
な
る
が
、
見
て

く
れ
る
人
た
ち
が
素
敵
だ
な

と
感
動
し
て
く
れ
る
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

度
作
り
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
日
、
国
産
旅
客
機
Ｍ
Ｒ

Ｊ
が
初
飛
行
。
こ
れ
を
機
に
松

尾
か
ら
未
来
の
技
術
者
が
生
ま

れ
る
の
も
夢
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

を
移
動
し
、
巧

み
な
話
術
で
観

客
の
心
を
つ
か

ん
だ
。
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
髭

ダ
ン
ス
な
ど
、

多
彩
な
演
目
も

披
露
し
、
場
を

盛
り
上
げ
た
。

さ
ら
に
会
場
の

女
子
高
校
生
を

壇
上
に
誘
い
、

韓
国
衣
装
を
着

せ
て
一
緒
に
ダ

ン
ス
を
す
る
一

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
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松
尾
文
化
祭
が
２
月
６
・

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
い
企
画
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

松尾図書館
（公民館２階）

開館日 水曜 午後１～５時

　　　 土曜 午前１０～午後５時

　　　 日曜 午後１～５時

本のリクエストも受付けています。

栢
お
詫
び
栢

　

ま
つ
お
新
聞
２
３
２
号
３
面

に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
隆
松
塚
」

は
正
式
に
は
「
降
松
塚
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
各
分
館
で

文
化
祭
や
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ

る
。
毛
賀
区
で
も
毛
賀
区
文
化

祭
が　

月　

・　

日
に
同
区
民

１１

１４

１５

会
館
で
行
わ
れ
、
文
化
展
や
バ

ザ
ー
、
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

等
の
催
し
物
に
加
え
、
今
年
度

は
銅
板
工
芸
や
手
芸
の

体
験
教
室
が
開
か
れ
た
。

　
　

日
に
開
か
れ
た
銅

１５
板
工
芸
の
体
験
教
室
で

は
、
毛
賀
区
の
宮
下
忠

雄
さ
ん
を
講
師
に
、
銅

板
に
か
な
づ
ち
と
釘
を

使
い
文
字
や
模
様
を
浮

き
上
が
ら
せ
、
表
札
や

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。

参
加
者
は
コ
ツ
コ
ツ
と

か
な
づ
ち
で
釘
を
打
ち

な
が
ら
熱
心
に
作
業
を

進
め
た
。
出
来
上
が
っ

た
作
品
は
、
宮
下
さ
ん

が
磨
き
を
か
け
仕
上
げ
を
行
い
、

後
日
参
加
者
に
届
け
ら
れ
る
予

定
だ
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
文
化
展
に

羊
毛
フ
エ
ル
ト
作
品
を
出
品
し

た
多
田
井
和
代
さ
ん
が
、
フ
エ
ル

ト
を
使
っ
た
雪
だ
る
ま
作
り
の

講
習
も
行
い
、
来
場
し
た
親
子

が
飛
び
入
り
参
加
で
楽
し
ん
だ
。

　

赤
羽
宗
勝
分
館
長
は
「
今
年

の
文
化
祭
は
、
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
３
０
０
人
も
の
皆
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
い
た
。
体
験
教
室

の
銅
板
工
芸
や
雪
だ
る
ま
作
り

も
大
好
評
で
、
毛
賀
以
外
か
ら

の
来
場
者
に
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
た
。
さ
ら
に
大
勢
の
人

が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
来
年
も

文
化
祭
に
取
れ
入
れ
た
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

何が出るのかな？

拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳
拳拳拳拳拳

 
毛
賀
区
文
化

毛
賀
区
文
化
祭祭

表
札
作
り
の
体
験

表
札
作
り
の
体
験
もも

銅板を打つ参加者

回 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

平成 ２８ 年１月１日

コ
マ
も
見
ら
れ
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
ベ
ル
フ
レ
ン

ズ
」
の　

人
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ

１１

ル
演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者
も
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
菜
箸
で
作
っ

た
手
作
り
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
一

緒
に
演
奏
し
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
た
。

　

最
後
は
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫

高
校
の
生
徒
が
ダ
ン
ス
を
踊
り
、

拍
手
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
は
終

了
し
た
。


